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[bookmark: _Toc232702174]はじめに
[bookmark: _Toc232702175]背景
目黒区（以下「当区」という。）では、庶務事務システムの更改を令和9年度に実施することを、以下の課題解決を目的として検討している。
· 将来のゼロトラストモデルへの移行を見据え、現状のプライベートクラウド上での稼働を前提とした構成から、SaaS型モデルを含む柔軟なシステム構成への見直しが必要であること
· 運用業務及びシステム改修対応に係る作業内容の透明化及びスリム化を図り、運用コスト並びに各種法令対応や業務改善に応じた修正対応コストを低減する必要があること
· データ連携の煩雑さを軽減するとともに、手動対応となっている業務の自動化を進める必要があること
· 職員の入力作業を低減し、ユーザービリティを向上させるとともに、インターネットからの各種申請対応を可能とする必要があること
· 近年高度化するサイバー攻撃に対応するため、セキュリティを向上させる必要があること
第1回RFIでは、各事業者から対象システムの概要、標準機能、導入実績、見積情報その他参考情報の提供を受けており、基本的な製品情報や実現性の概況については一定の把握を行っている。
一方で、人事給与システムとの連携方法、制度改正時の対応方法、標準機能とカスタマイズの切り分け、打刻方式、データ移行及び運用保守体制等について、さらに詳細な確認が必要であることが判明した。
現状システム構成
当区における庶務事務システムの現状システム構成の概要は、概ね以下のとおりである。
庶務事務システムにおいて参照又は連携の対象となる職員情報等の元データは、主として人事給与システムが保持している。これらの関連データについては、データ連携基盤（共通基盤システム）を介して各個別システムに連携されており、庶務事務システムにおいて利用される情報についても、同基盤を通じて管理又は受渡しが行われる構成となっている。
また、文書管理システム及び財務情報システムは関連システムとして存在するが、庶務事務システムとこれらのシステムとの間で、業務運用上の直接的なデータ連携を行っているものではない。庶務事務システム、人事給与システム、文書管理システム及び財務情報システムにおいて保持又は参照される同種のデータについても、それぞれデータ連携基盤を通じて受け渡された情報を各システム側で保持又は利用している。
このため、庶務事務システムの更改に当たっては、人事給与システムとの連携方式に加え、データ連携基盤を介した連携の実現条件、運用負荷及び将来の見直し可能性を整理することが重要となる。
導入方針
前節の現状システム構成及び背景に記載した課題を踏まえ、当区は庶務事務システムの更改に当たり、以下を導入方針とする。
· 運用コスト及び管理負荷の軽減を図るため、当区としてはSaaS又はマネージドサービスを有力な選択肢として想定しているが、導入効果及び運用負荷低減が確認できる場合はその他の方式も提案を妨げない。
· SaaS又はマネージドサービスを利用する場合は、VPN、閉域網その他適切な接続方式を前提とし、接続時のセキュリティ対策を明確にした上で当区の承認を得ること。
· 各種データ連携は手動連携ではなく自動連携を基本とし、可能であればAPI等による柔軟な連携が確保されていることが望ましい。
· 各種データは、当区が運用上必要な範囲で容易に取得できること。
· 将来の制度改正、連携先変更及びシステム構成の見直しを見据え、各種データ項目及び連携方式には拡張性が確保されていること。
[bookmark: _Toc232702176]第2回RFIの目的
本RFIは、今後予定する提案依頼書（RFP）及び仕様書の精度向上を目的として実施する。
また、本システムは主として当区において庶務事務システムの運用管理を担う人事課が利用・管理し、人事給与システムとの連携を前提として運用するものであることから、人事課における運用実態及び要件整理を踏まえて検討を行う必要がある。
特に、次の事項を確認し、事業者依存を抑制しつつ、競争性、実現性及び拡張性を備えた調達仕様の整理に活用する。
· 当区の人事制度・庶務運用に適合する実現方式を把握すること。
· 標準機能、設定変更、運用変更、追加開発の切り分けを明確化すること。
· 制度改正や運用変更への対応柔軟性を確認すること。
· 主として人事課において行われる運用管理を踏まえ、人事課との要件確定に資する論点整理をすること。
· 構築、移行、運用保守を含めた全体像を把握すること。
· データ連携基盤経由連携、直接連携及び将来の同一パッケージ化の可能性を比較可能な形で把握すること。
[bookmark: _Toc232702177]本RFIで重点的に確認したい事項
本RFIでは、特に以下の事項について重点的に情報提供を求める。
· 人事給与システムとの連携対象、連携方式、前提条件及び制約事項
· データ連携基盤（共通基盤システム、ETL等）を経由して連携する場合の実現条件、IF条件、運用条件及び責任分界
· 現行人事給与システムと直接連携する場合の実現条件、追加カスタマイズ要否及び制約事項
· 将来的に庶務事務システムと人事給与システムを同一事業者又は同一系統パッケージへ集約する場合の対応可能性、必要条件及び制約事項
· 打刻方式（現行方式継続以外を含む）の選択肢及び運用影響
· 制度改正、法改正及び区独自運用への追随方法
· 移行対象データ、移行方式及び移行時の制約事項
· 保守体制、再委託の有無、責任体制及び問い合わせ対応方法


[bookmark: _Toc232702178]依頼事項
[bookmark: _Toc232702179]提出を求める資料
第1回RFIにおいて基本的な製品概要、導入実績及び標準機能の情報は一定程度取得済みであることから、第2回RFIでは、基本情報は必要最小限にとどめ、今回重点的に確認したい事項に関する補足資料及び具体説明資料の提出を求める。

[bookmark: _Toc232702180]会社・製品の基本情報（簡潔版）
以下の基本情報を簡潔に提出すること。
· 会社名
· 製品名又はサービス名
· 提供形態（SaaS、LGWAN-ASP、PaaS、等）
· 地方公共団体における主な導入実績
※直近5年程度を目安に、庶務事務システム又は近似システムの主な導入実績を記載すること。
· 人事給与機能を自社又は同一系統パッケージとして有しているか否か

[bookmark: _Toc232702181]今回重点確認事項に関する説明資料
当区が提示する質問票の各項目について、実現方法を説明する資料を提出すること。
特に、以下は必須とする。
· 人事給与連携の対象範囲と連携方式
· データ連携基盤（共通基盤システム、ETL等）を経由する案と直接連携案の比較（該当する場合）
· 将来的な同一系統パッケージ化を見据えた場合の留意点（該当する場合）
· 打刻方式（ICカード、PC打刻、モバイル打刻その他の方式を含む）、認証方式及び運用への影響
· 対象業務範囲の実現方式
勤怠管理、休暇管理、届出・申請管理、研修管理を主な対象業務とし、各業務の対応可否、実現方法、前提条件及び費用上の扱いを明示すること。
※研修管理について、原則、本RFIにおける庶務事務システムの対象業務に含めるものとする。ただし、標準機能上、別システム又は関連サービスにより実現する方が合理的な場合は、その構成、費用、データ連携及び保守範囲を明示すること。
· 制度改正時の対応方法
· データ抽出、帳票、ログ、権限制御
· データ移行及び保守の考え方

[bookmark: _Toc232702182]連携方式及び将来拡張に関する補足資料
当区では、庶務事務システムと人事給与システムとの連携については、現行のようにデータ連携基盤（共通基盤システム、ETL等）を介する方式と、システム間で直接連携する方式の双方を検討している。
現行構成においては、インターフェースや連携設定の管理、システム変更時の関係者間調整等に一定の運用負荷が発生していることから、今後のシステム構成を検討するに当たり、各方式におけるメリット・デメリット、運用性、保守性及び将来拡張性について情報提供を求める。
また、今後、庶務事務システムと人事給与システムを同一事業者又は同一系統パッケージへ集約する可能性や、データ連携基盤そのものを見直す可能性もある。このため、現時点で特定の連携基盤向けに個別カスタマイズを行った場合、将来的にその対応が有効に活用されない可能性がある。
以上を踏まえ、人事給与システムとの関係について、以下のいずれの方式で提案するかを明示したうえで、補足資料を提出すること。
· A案：データ連携基盤（共通基盤システム、ETL等）を経由して連携する方式
· B案：現行人事給与システムと直接連携する方式
· C案：将来的な同一事業者又は同一系統パッケージ化を見据えた方式
· D案：A案・B案・C案のうち複数案を比較して提示する方式
また、A案・B案・C案のいずれについても、以下を整理すること。
· 連携対象
· 連携方式
· 必要な前提条件
· 制約事項
· 発注者側作業
· 障害時の切り分け及び責任分界
· 将来の制度改正・システム更改時の影響
· 将来、人事給与システムを同一系統パッケージへ移行する場合に再利用可能な設定、マスタ、データ、成果物等があるか

[bookmark: _Toc232702183]任意提出資料
以下に関する資料がある場合は任意で提出すること。
· 制度改正対応事例
· 他自治体における運用切替事例
· 障害対応、問い合わせ対応、保守体制に関する資料
· 中間連携基盤又はデータ連携基盤を経由した導入事例
· 庶務事務システム先行導入後に人事給与システムを統合又は見直した事例

[bookmark: _Toc232702184]情報提供依頼項目一覧への回答
別添1「情報提供依頼項目一覧兼回答票」に回答すること。
回答に当たっては、各項目について以下の観点を必ず記載すること。
· 実現可否
「可」「条件付き可」「不可」のいずれかを記載すること。
· 実現方法
「標準機能」「パラメータ設定」「運用対応」「カスタマイズ」のいずれかを明示すること。複数該当する場合は、主たる実現方法を明示すること。
· 前提条件
環境、運用、他システム、データ、利用者側作業等の前提がある場合は記載すること。
· 制約事項
機能制約、性能制約、ライセンス制約、連携方式上の制約、運用上の制約等がある場合は記載すること。
· 発注者側作業
データ整備、設定作業、テスト、業務調整、関係事業者との調整等、発注者側で必要となる作業がある場合は記載すること。
· 備考
導入事例、推奨方式、代替案、将来拡張時の留意事項等がある場合は記載すること。

また、人事給与システム連携に関する項目については、データ連携基盤経由、直接連携又は将来統合を見据えた方式のいずれに該当するかを区分して回答すること。

[bookmark: _Toc232702185]参考見積書
参考見積書は、以下の単位で可能な範囲で区分して提出すること。また、ユーザ数等前提条件があれば併せて記載すること。
· 初期構築費
· 移行費
· 研修費
· 年額又は月額の運用保守費
· 制度改正対応費の考え方
· 追加開発が必要な場合の概算費用
· 任意提案に係る費用
また、人事給与システム連携方式ごとに、可能な範囲で概算の考え方を分けて記載すること。
· 共通基盤経由案
· 直接連携案
· 将来的な同一パッケージ化を見据えた案
· 各案共通費用



[bookmark: _Toc232702186]情報提供要領
[bookmark: _Toc232702187]参加申込
[bookmark: _Toc232702188]参加資格
参加申込書提出日現在において、以下の要件をすべて満たすことを条件とする。
· 地方自治法施行令第167条の4の規定に該当していないこと
· 目黒区から入札参加除外又は指名停止の措置を受けていないこと
· 会社更生法に基づく再生手続開始の申立て又は民事再生法に基づく再生手続開始の申立てがなされていないこと
· プライバシーマークの取得又はISMSの認証を受けていること

[bookmark: _Toc232702189]参加申込方法
· 参加申込期間
令和8年8月10日（月）から令和8年8月21日（金）午後5時まで（厳守）　
· 提出方法
「（様式1）参加申込書」に必要事項を記入し、件名に
【目黒区庶務事務システム更改 第2回RFI参加（会社名）】と入れて電子メールにより送付すること。

[bookmark: _Toc232702190]配付資料
参加申込事業者に対し、以下の資料を配付する。
· 本情報提供依頼書
· 情報提供依頼項目一覧兼回答票
· RFI質問票
· 参考費用見積書
· 庶務事務システム更改仕様書（素案）

[bookmark: _Toc232702191]情報提供資料の提出
[bookmark: _Toc232702192]提出期限
令和8年９月25日（金）午後5時まで（厳守）
[bookmark: _Toc232702193]提出方法
第6章 問い合わせ先まで電子メール又は郵送（紙媒体がある場合）で提出すること。

[bookmark: _Toc232702194]情報提供資料の形態
電子媒体1式を提出すること。
書式やページ数等の制約事項は特に設けない。
電子媒体に格納するファイル形式は、Microsoft Word、Microsoft Excel、Microsoft PowerPoint 又はPDF形式とする。

[bookmark: _Toc232702195]辞退
参加を辞退する場合には、書面でその旨及び理由等を記載した辞退届（書式自由）を提出すること。
なお、配付資料は廃棄すること。

[bookmark: _Toc232702196] その他
提出された資料は返却しない。



[bookmark: _Toc232702197]質問受付及び回答
[bookmark: _Toc232702198]質問受付
· 受付期間：令和8年8月12日（水）～令和8年8月28日（金）午後5時まで
· 提出方法：「（様式2）質問票」に質問等を記入し、件名に
【目黒区庶務事務システム更改 第2回RFIに関する質問】
と入れて、第6章問い合わせ先に記載の電子メールアドレスに送信すること。

[bookmark: _Toc232702199]質問回答
· 回答日：令和8年9月4日（金）
· 回答方法：参加申込事業者全体に電子メールで送信する。
· その他：同趣旨の質問はまとめて回答し、質問者名は公表しない。



[bookmark: _Toc232702200]留意事項
1. 本RFIは、情報システムに関する技術、実現性、価格感等の情報を提供していただくためのものであり、契約に関する意図や意味を持つものではない。
2. 事業者からの回答内容は、今後のRFP、仕様書及び評価基準の検討材料として活用する。
3. 回答内容の一部又は全部について、当区から後日照会する場合がある。
4. 本RFIへの対応に要する費用は、事業者負担とする。
5. 回答に当たっては、守秘義務、営業秘密等に十分留意すること。
6. 回答内容について、標準、設定、運用変更、個別開発の区分が不明な場合、比較検討に用いないことがある。
7. 当区は、単なる可否回答ではなく、実現方式、前提条件、制約事項、運用影響を含めた具体的説明を重視する。
8. 人事給与システムとの連携については、共通基盤経由を必須条件とはしない。
9. ただし、現行人事給与システムとの直接連携案を提案する場合は、標準機能又は標準連携による実現可否を優先して記載すること。標準外の追加対応が必要となる場合は、参考情報として、追加対応の内容、概算費用、前提条件、制約事項及び将来影響を明示すること。
10. 当区は、将来的に庶務事務システムと人事給与システムを同一事業者又は同一系統パッケージへ集約する可能性についても検討しているが、本RFIはその決定を目的とするものではなく、あくまで将来の選択肢を比較検討するための参考情報を収集するものである。


[bookmark: _Toc232702201]問い合わせ先
所属：目黒区企画経営部情報政策課
担当：廣岡・澤田・青木
住所：〒153-8573 東京都目黒区上目黒二丁目19番15号 目黒区総合庁舎4階
電話：03-5722-9258
電子メール：jyoho04@city.meguro.tokyo.jp



